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族との合意が成立した 2007 年 7 月から開始し
た。作業では、収集されていた史料すべてを一


















写真 1　撮影作業（08 年 1 月 19 日）























































地震や 2008 年 6 月 14 日の岩手宮城内陸地震、



















































































































































































































































2008 年 6 月 14 日に発生した岩手・宮城内陸地
震における被災歴史資料への対応などもあり一
時中断していた。その対応が一段落した 2009
































































1 年間かけて、約 3 万点の古文書を全点整理・








写真 2　段ボールに整理された古文書 写真 3　古文書の概要を調べる
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写真 5　土蔵内の古文書（2）
写真 4　土蔵内の古文書（1）
写真 6　S 家史料の保全活動（1） 写真 7　S 家史料の保全活動（2）

























は不可能である。最初の 4 件の返却までに 1 年













































































　2011 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分、東北太平洋沖を震
源とする巨大地震が発生した。太平洋沿岸部を襲った
巨大津波などで多くの犠牲者をもたらしたこの大震災
は、被災地の文化財にも甚大な被害を及ぼしている。
戦災と天災との違いこそあれ、終戦直後に直面したよ
うな未曾有の歴史資料・文化遺産消滅の危機に、現代
の歴史研究者も直面することとなったのである。
　宮城資料ネットでも地震直後から被災対応を始める
一方、国レベルでの組織化も進みつつある。今後多く
の関係者が歴史資料のレスキューに関与することにな
るだろう。被災地での活動が、「終戦直後の歴史資料レ
スキュー」がたどった道を繰り返すのか、それとも研
究者が行政や市民と協同し、歴史資料をまさに「歴史
遺産」として、真の意味で社会の公共財としてゆく契
機となしえるのか、真価が問われている。
